
街路灯補助対象の拡大

赤字が新設部分

従 来 街路灯を新設する場合 １灯につき一律20,000円の範囲内

ＬＥＤ街路灯への更新等を新設

新しい対象範囲

補助対象経費 補助限度額（１灯当たり）

従来型街路灯からＬＥＤ街路灯への更新 ２万円

ＬＥＤ街路灯の新設（支柱を設置する場合） ４万円

ＬＥＤ街路灯の新設（電柱等に取り付ける場合） ２万円
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ＬＥＤ街路灯へ更新した場合の期待できる効果
（町が管理する街路灯の検証）
⓵ＬＥＤ光源の特性

2

ＬＥＤ街路灯の灯りは、
対象物の見え方がより
向上すると言われてお
り、それだけで防犯効
果が上がることが期待
できます。
また、夜間における交
通事故防止にも繋がり、
安全性が高まります。

従来型街路灯

ＬＥＤ街路灯

右手が役場仮庁舎
（町道下駄場中央線から
役場方面に向けて撮影）



ＬＥＤに更新

ＬＥＤ街路灯へ更新した場合の期待できる効果
（町が管理する街路灯の検証）

⓶維持コスト

消費電力の低いＬＥＤは、
電気料金も低く抑えること
ができます。また、電球替
え等の交換作業が減少する
ことが期待できます。

従来型街路灯

契約内容 ４０Ｗ

年間電気代 約4,000円

ＬＥＤ街路灯

契約内容 １０Ｗ

年間電気代 約2,000円電気代だけで年間約2,000円
のコスト削減が期待できます。
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⓵従来型街路灯からＬＥＤ街路灯への更新

○１灯当たり２万円を補助限度額として交付します。
○一つの区に対して２灯を上限とします。
（３灯以上ある場合は、お問い合わせください。）

令和２年度における追加の補助内容

⓶ＬＥＤ街路灯の新設（支柱を設置する場合）
○１灯当たり４万円を補助限度額として交付します。
○一つの公民館区に対して１灯を上限とします。

問い合わせ先
鬼北町役場 総務財政課行政係
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